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1. 本誌 は､物 性物 理 の研 究 を共 同で促進 す るため､研究者 が その研

究意見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を逮

や か に交換 しあ うことを 目的 と して ､毎 月 1回編集 ･刊行 され ます｡

掲載 内容 は､研究論 文 ､研究会 ･国 際会議 な どの報告 ､講義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内 ､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡但 し､編集者 が本 誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と認 め た も

の につ いて は､改 訂 を求 め､ または掲 載 を拒 絶 す る ことが あ ります ｡

3. 本 誌 の掲 載論文 を他 の学術 稚誌 に引用 す る と きは､著者 の承 諾 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミス プ リン トが生 じない よ うな処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と a と 0(ゼ ロ)､ U と n

と r､ C と e､ I(エ ル)と 1(イチ )､ X と× (カケ ル)､ uとV等 を

赤 で手旨走 して下 さい｡

4. 数 式 は 3行 にわた って大 き く書 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式等 は必ず､改行 の際

の切 れ 目を赤 で指 定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷 で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡図の縮 尺 ､

拡 大 は致 しません. 1頁(13×19cm2)以 内 に入 らない図､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます ｡

図､表 の説 明 は別 紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所 要部数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい ｡ 別刷代 は下記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます ｡

(郵券 による受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来上 り頁数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 1頁の代金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷 代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ月以 内 に納 めて下 さい ｡ そ

れ よ り遅 れ た場合 には遅 滞 追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注 意 下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発 行誌 に掲載 され ます ｡



修士論文アブス トラク ト

修士論文アブストラクト (1979年度 )

○岡山大学理学部物理学教室

題 目

SphericalModelorFerromagnet

SurfaceRouglmessintheStochaticModelofCrystalGrowth

NonlinearModulationofionizationWave.s

MicrowaveCavityMethodandTemperatureResonance

超重原子における陽電子生成

ExtendedThomas_Fermi原子の光吸収断面積

LuminescenceCentersofMgS:Ce3+ andCaS:Ce3+phosphors

LuminescenceCentersorMgS:Bi3+phosphors

.Fe-Niインバー合金系の結晶磁気異方性

-Fe-Ptインバー合金の高磁場における磁気特性

SpinWavesandAniotropyintheQuasi-Two-Dimensional

FerromagnetK2Cu(トx)ZnxFe4

高保磁力高透磁率磁性体における熱ゆらぎ現象

○筑波大学物理学研究科物理学専攻

題 目

1. He-fnmKosteritzIToulessphasetransitionとPsのuniversaljump

について

2.遷移金属カルコゲナイ トの光物性と電気伝導
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山 田 光 弘
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プレプリント案内

プレプリン ト案内

〔東京大学 ･理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(218) 4. YasunoriOkabe

【α,β,γ】-LangevinEquationandFluctuation-DissipationTheorem

(219) 13. TerumitsuMorita,HazimeMoriandKazukoT.Mashiyama

ContractionofStateVariablesinNon-Equilibrium OpenSystems･Ⅱ

(220) 13. HazimeMoriandHirokazuFujisaka

StatisticalDynamicsorChaoticFlows

(221) 18. M.Tachki,T.Koyama,H.Matsumoto,andH.Umezawa

SpinFluctuationandUltrasonicAttenuationinMagneticSuperconductors

(222) 19. J.P.CrutchfieldandB.A.Huberman

FluctuationsandtheOnsetorChaos

(223) 22. LeoP.KadanoffandMahitoKohmoto

SMJ'sAnalysisorlsingModelCorrelationFunctions

(224) 22. ShinyaWakohandYasunoriKubo

ChargeAsphericityinVanadium Metal

(225) 28. NaokiItohandSetsuoIchimaru

Harmonic Lattice ModelfortheInternalEnergy oftheClassicalTwo-

DimensionalOne-ComponentPlasmaFluid

(226) 28. KenichiUtsumiandSetsuolchimaru

Dielectric Formulation orStrongly Coupled Electron Liquid atMetallic

Densities:LongitudinalResponse

(227) 28. ∫.BeyerNielsen,Y.A.Ono,C.∫.Pethick,andH.Smith

TheEffectofImpurityScatteringontheThermallyInducedImbalancein

aCleanSuperconductor
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基研研究部員会議 ･運営委員会報告

基研研究部員会議 ･運営委員会報告

2月28日から3月 1日まで行われた研究部員会議と運営委員会について,そこで論じられ

決められた主な事柄を報告したい｡ 二つの会議をまとめて書くことにする｡

1)新研究部員決定

物性関係の研究部員は,百人委員の選挙に基づきつぎのように決まった｡(敬称略 )

加藤友彦 (福岡工大 ),川村 清 (広大理 ), 森 肇 (九大理 ), 富田博之(京大教養 )

都築俊夫 (東北大理 ), 〔次点 :合田正毅 (新潟大工 ),鈴木増雄 (東大理 )〕

任期は80年 4月-82年 3月となる｡ なお, 81年 3月まで任期のある物性関係研究部員

はつぎの通 りである｡

福山秀敏 (物性研 ),高橋市郎 (岐阜大工 ),三輪 浩 (信州大教養 ),川崎恭拍 (九大

理 ), 吉森昭夫 (阪大基工 )

2)KyotoSummerlnstitute

今年のKSIは, ｢アモルファス半導体｣をテーマに,半導体国際会議の直後 9月8日から

11日まで,京大理学部で行われる｡準備は講師の招-い,財団からの援助等順調に進んでい

る｡基研としては旅費 100万円の支出が決まった｡

3)所長改選

3月で任期のきれる佐藤文隆現所長の後任として,牧二郎氏 (素粒子論 )が運営委員会で

選ばれ,研究部員会議で承認された｡任期は2年｡

4) ｢統計物理学｣部門の新設と人事

4月から基研に ｢統計物理学｣部門が新設されることになった｡人員は教授 1名,助教授

1名｡ただし助教授 1名は ｢物性論｣部門の助手の振替えである｡新部門は7年の時限付と

なった｡これは,基研創設期以来はじめて実現した部門増設である｡運営委員会で新部門の

教授に久保亮五氏 (4月 1日東大理学部退官 )に就任をお願いすることに決まり,久保氏は

受諾された｡

5)昭和55年度第 1回研究計画

物性関係で今回決まった研究会とその代表世話人はつぎの通 り｡

a)長期研究計画 ｢非線型 ･非平衡状態の統計力学｣ (京大理 ･蔵本由紀 )

b)短期研究会 ｢形の物理学｣ (京大理 ･小川 泰 )

C)モレキュール型 ｢磁性超電導体の理論的研究｣ (京大理 ･松原武生 )
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基研研究部員会議 ･運営委員会報告

d)シンポジウム ｢統計物理学の課題｣ (基研 ･長岡洋介)

このほか, ｢物性若手夏の学校｣の援助が決まった｡モレキュール型 ｢日本の物性物理史｣

の提案もあったが,議論の結果,提案者が取 り下げた｡

(基研 ･長岡洋介 )
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編集後記

編 集 後 記

この3月,東京で開かれた物理学会の年会で,基研の将来計画に関するシンポジウムが開か

れました｡基研から出されている将来計画をめぐり,研究者の側からいろいろな意見や注文が

出て,議論されたのでしたo物性研究者と基研との係わりあいの問題 も,そこでの話題の一つ

でした｡その基研の将来計画も, ｢研究部員会議報告｣にありますように,この4月から ｢統

計物理学｣部門が新設されて,わずかながら動き出しました｡これを機会に,これまで物性研

究者には忘れられがちだった(n基研のことを,忘れないようにしていただきたいものだ,と思

います｡

｢物性研究｣は基研の出版物ではありませんが,基研 とは浅からぬ因縁ですし,やはり基研

のことは気になります｡それに,物性研究者にとって基研とは?という設問は,いろいろな点

で,物性研究者にとって ｢物性研究｣はいかにあるべきかという問題 と,共通したものを含む

と思 うからであります｡

そういう意味で,読者からの自由な発言-投稿原稿が相変らず少いことは,編集をしていて

さびしく感 じられます｡たしかに, ｢講義ノー ト｣のシリーズには,会誌や商業誌の ｢解説｣

とは違った味があり,研究会報告などにもこの雑誌の特色があるのだと思 うのですが｡

編集会議は毎月 1回,昼休みに昼食をとりながら行います｡集 ってみてもたいしてやること

がない,というのはもったいない話だし,もっと積極的な編集をやるべきだ,という意見が今

月は出ました｡テーマを選んで特集的なことをやるのはどうだろうか,という話 もありました｡

しかし, ｢物性研究｣としては商業誌の真似をして流行のテーマを追いかけることはせずに,

地味でも, ｢物性研究｣らしさを出して行きたいものだ,というのが編集部の意見であります｡

2,3号先を見て下さい｡

(Y.N.)
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講読規定

個 人講読

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま11｡ した が って､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分会 費 を御支払 い下 さい｡

なお新 規講読 お申込 みの場 合 は下 記 の会 費以 外 に入 会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

､1年 間の会 費

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4.680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難の 向 きは 1volume 分ずつ

で も結構 で す )

2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振替貯 金 口座 京都 5312)

なお通信欄 に送 金 内容 を必ず 明記 して下 さい｡

雑j誌購読 者以 外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず購読者

本人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上の譜代 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とに をっ

て い ます ので御留 意下 さい｡

4. 一 括送 本 を受 け る場 合 :個人購読 中 に大学 等 で一括 配布 を受 け る

様 になった場 合 は､必ず ｢個人購.読 中止 ､一括配 布 希望｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です ｡

5. 送本 先 変更 の場 合 :住 所･､勤務先 の変更等送 本 先 が変 った場 合 は､

必ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購二読及 び個 人で あって も公 費払 いの と

きは機 関会員 とみ な し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4,380円､年

間 8,760円で す｡ この場 合 ､入会金 は不用です ｡ 学校 ､研 究所 の会

費 の支 払 い は後 払 いで も結構 です｡ しか し購j涜申込 み を され る時 に

支 払 い に必要 な請 求 ､見積 ､納 品書各何通 必要 をの か をお知 らせ下

さい｡

なお､当会 の請 求書 類 で は支 払 いがで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の請求書 類 を送 付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 の連 絡 :発行途上 にある volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購読 中止屈｣ を送 付 して下 さい｡

雑 誌未着 の場合 ,発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい｡
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